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令和8年度全国安全週間スローガン 多様な人材　全員参加　みんなで育てる安全職場
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（一社）松本労働基準協会�

　　安全部会長� 七社 洋一
安全部会長の七社です。清水会長に代わりまして、ご挨

拶を申し上げます。会員の皆様におかれましては、日ごろ
から、当協会の事業運営にあたり格別なるご支援とご協力
を賜り、厚く御礼を申し上げます。

本年もこのように多くの会員の皆様に参加をいただき、
盛大に開催できますことに、心より感謝申し上げます。

さて7月1日から7日まで、厚生労働省、中央労働災害防
止協会が主唱する「全国安全週間」が実施されます。労働
災害防止活動の推進を図り、安全に対する意識と職場の安
全活動のより一層の向上に取り組む週間として本年で第
99回を迎えることとなりました。そして6月1日から30日
までの1ヵ月間は、準備期間となります。

本年度のスローガンは、「多様な人材　全員参加　みん
なで育てる安全職場」です。

今私たちの職場は高齢者から若手、ベテランの方や経験
の浅い方、そして外国の方など多様な人材が増えてきてい
る状況にあります。そうしたなか労働災害が起こらないよ
うにしていくには現場が主体的となり、さらに労使一丸と
なった、全員参加の取り組みが求められます。この取り組
みを通じて、職場全員の安全意識の定着と職場風土の醸成
により、さらに安全な職場づくりを目指すものです。

労働災害の状況に目を向けますと、松本労働基準監督署
管内で昨年１年間に発生した労働災害の死傷者は、前年に
比べ12人増の410人となっております。業種別では運輸

貨物業の増加が目を引く結果となっています。また、人口
減少や高齢化社会の進行による働き手不足を背景に、昨年
4月、65歳までの雇用確保措置が全ての企業に義務化され
たこともあり、高齢者の負傷者が増加しています。

安全は、職場の働きやすさ、製品の品質、生産性などを
支える基本となるものです。労働災害を防止するために必
要なことは、従業員一人ひとりが「労働災害を絶対に起こ
さない」という強い信念のもと、日々どのようにすれば災
害を防止できるか、ということを常に念頭に置いて仕事に
取り組むことであると考えます。

安全が確保されていない生産現場、災害につながりやす
い作業工程など、災害防止のために取り除かなければなら
ないリスクの存在は、その中で働く人には気づきにくいと
いう側面があります。災害の芽や兆しを少しでも感じたら、
すぐにその場で働く人全員で共有し、改善に向けた行動に
つなげていただきたいと思います。

本日の大会が労働災害の根絶に向けた私たちの決意を、
改めて確認していただける場となることを期待いたします。

また、本日は、お手元の次第にもありますように、「サ
イバー担当元刑事が教える　企業を狙うサイバーリスク・
ネット犯罪の手口と対策」と題しまして特別講演をいただ
くことになっております。サイバー犯罪は個人はもとより
企業にとって非常に大きなリスクとなっています。本日の
学びを、ぜひ職場でも共有していただき、安全安心な職場
づくりに活かしていただければ幸いです。

最後となりますが、日頃の松本労働基準監督署のご指導、
ご協力に感謝と御礼を申し上げ、また会員事業場様の一層
のご発展を、祈念申し上げまして挨拶に代えさせていただ
きます。本日はよろしくお願いいたします。

産業安全大会開催の言葉

令和8年度　安全管理功労者表彰（（一社）松本労働基準協会長表彰）
（功績）お二人は、長年にわたり自社の安全・衛生管理の責任者として、労働災害防止活動に積極的に取り組まれ立派な成績を残

されました。

また、年間を通じて（一社）松本労働基準協会主催の安全衛生に関する行事・事業活動にも積極的に参加され、これら労働災害

防止活動を通して会員事業場の労働災害の減少に多大な貢献をされました。

　　　　　　　　　特別
講演

「サイバー担当元刑事が教える　企業を狙う
　サイバーリスク・ネット犯罪の手口と対策」
� （講師：森 雅人 氏）

　　 講演ポイント
　　○ 採用面接で応募者の素がわかるSNS調査術
　　○ ネットを使って人を見抜く
　　○ サイバー犯罪捜査で出会った危ない面々
『元刑事として伝えたいこと 「怪しいと思ったら、 すぐ離れる」』

＜表彰者＞　　◆ 植松忠勇 様（プレス安全サポート）　　◆ 中條孝一 様（松本土建株式会社）
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安心・安全な労働環境の基本は、やはり労働災害のない
ことです。

ご案内のとおり、７月1日から7日、第99回全国安全週
間が実施され、これに先立つ、今、6月がその準備期間と
なっています。全国安全週間ですが、昭和3年に初めて実
施され、人命尊重という基本理念の下、労働災害防止の
ため、産業界での自主的な活動を推進し、職場での安全
意識を高め、安全を維持する活動の定着を目的としてま
いりました。今年のスローガンは、「多様な人材　全員参
加　みんなで育てる安全職場」となっております。安全
文化の更なる醸成に向けて、事業者を中心に働く人、全
員が参加・協力して取組を実施していくこととなってい
ます。具体的な取組メニューについて、実施要綱という
形でお示ししておりますが、この後、説明のお時間をい
ただいておりますので、各職場での取組の参考としてい
ただけると幸いです。

また、本日の特別講演ですが、一般社団法人刑事事象
解析研究所、森雅人先生から、「サイバー担当元刑事が教
える　企業を狙うサイバーリスク・ネット犯罪の手口と対
策」ということでご講演をいただきます。安心・安全つな
がりということでの特別講演ですが、サイバーリスクの高
まり、様々な場面で言われているところ、身近な問題とし
て今一つピンとこない点もありますが、被害に遭ってから
では遅い、備えあれば憂いなしということで確認をお願い
したいと思います。いずれにしても、本日の大会でこれだ
と思うもの、一つでも持ち帰り、新たな取組又はこれまで
の取組の改善を図り、各職場の安心、安全に向け、対応
のきっかけにしていただければ幸いです。

そして、本日は、当地域の産業安全に、ご功労いただ
きました松本土建株式会社の中條様、プレス安全サポー
トの植松様、会長表彰を受けられること、誠におめでと
うございます。引き続き、当地域の産業安全の水準向上
にも、お力添え賜りますようお願いいたします。

最後に、本大会の開催に御尽力いただきました松本労
働基準協会ほか関係団体の役職員の皆様に感謝申し上げ
るとともに、本日、ご参加の皆様の益々のご発展・ご健
勝を祈念いたしまして、ご挨拶とさせていただきます。
本日はよろしくお願いいたします。

ご紹介いただきました松本労働基準監督署の西尾と申
します。本大会開催にあたりまして、一言ご挨拶申し上
げます。

皆様には、平素より労働災害防止をはじめ、当監督署
の業務につき、格別な御理解、御協力を賜り厚く御礼申
し上げます。また、本日は、ご多用中、本大会趣旨をご
理解いただき、多くの方に、ご出席いただきましたこと
あらためて感謝申し上げます。

さて、当署管内の労働災害発生状況ですが、死亡災害
について、過去の発生状況から現実的な目標として、毎
年ゼロを掲げています。令和５年には、管内はじめて死
亡災害ゼロを達成できましたが、令和7年は後一歩という
ところ、11月に、建設業の橋梁改修工事において、死亡
災害が発生しています。墜落防止措置が講じられていな
い足場からダム湖に墜落し、おそらく職場でも、また、
家庭でも、中心的存在であったであろう、働き盛り世代
の方が帰らぬ人となりました。また、今年に入ってから
も3月に、清掃業で、山間部の道路を走行中のトラックが
ガードレールを破り、谷に転落し、運転されていた方が
亡くなられています。

休業4日以上の死傷災害についても、令和７年、410人
の方が被災され、前年に比べ12人増加しました。過去最
少が、平成29年、令和2年などで318人でしたから、これ
と比較しますと100人近く増え、近年は増加傾向にあり、
今年も現状、高水準で推移しています。災害の一定割合
は重篤な災害となる、いわゆるハインリッヒの法則です
が、これに照らすと、死亡等重篤災害の発生リスクは高
まっているとも言えます。

今年は、第14次労働災害防止推進計画、5か年計画の
４年目、目標の死亡者ゼロは未達が確定し、また、現状、
死傷者340人の目標達成も厳しい状況です。当監督署で
は、「安心して働ける信州のために」を合言葉に、安心・
安全な労働環境の構築に向け、日々取組を進めています。

大会宣言

松本労働基準監督署

　署長� 西尾 裕一朗

令和8年度　産業安全大会開催の言葉

私たちは、「人命尊重」という崇高な理念の下、労働災害という痛ましい事象を二度と起こさぬよう、労使が協調し、

総力を挙げて機械・設備の本質的安全化をはじめ、安全衛生委員会等による安全管理活動や、危険予知訓練等の全員

参加型の安全活動に取り組むことにより、労働災害防止対策を推進してきた。

しかしながら、令和７年の松塩筑及び木曽地域における休業４日以上の労働災害による死傷者数は410人となり、

前年に比べ12人の増加となった。また、決して起きてはならない死亡災害で１人の尊い命が失われた。

これら労働災害の態様は、作業現場における「転倒」、高所からの「墜落」、機械等による「はさまれ・巻き込まれ」、

腰痛等の「動作の反動・無理な動作」等、いわゆる従来型災害が多くを占めている。

令和８年度の全国安全週間は、多様な人材 全員参加 みんなで育てる 安全職場をスローガンとして展開される。

近年、労働災害は増加傾向にあるが、本週間を契機として、機械・設備の点検や作業手順の遵守など、安全職場の

基本となるルールを再確認するとともに、職場の全員が安全意識を高め、労働災害につながる潜在的な危険を見つけ

出し、その低減を図るリスクアセスメントの取組を強化するなどして、死亡災害の根絶はもちろんのこと、各事業場

においては一人の被災者も出さないという理念の実現に向けて全力を挙げて取り組むこととする。

以上宣言する。

令和８年６月10日　　令和８年度　産業安全大会
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• 賃上げと設備投資等を含む生産性向上に資す

る計画の作成が必要

• 中小企業が利用可能

• 助成額は、賃金の引き上げ額、引き上げ労働者

数等によって決定

• 交付決定を受けた後に設備投資等を行う

賃上げ＋設備投資活用のポイント

の 支援策

長野労働局は事業主の皆さまの賃上げを支援しています

賃金引き上げ
事業主の皆さまへ

助成上限額賃上げコース区分

30～130万円50円コース

40～300万円70円コース

90～600万円90円コース

• 賃金規定等の増額改定に関するキャリアアッ

プ計画の作成が必要

• 中小企業、大企業どちらも利用可能

• 原則、事業所内全ての非正規雇用労働者の賃

金規定等を改定する必要あり

• 改定にあたり職務評価を活用した場合、昇給

制度を新たに規定した場合は助成額を加算

非正規雇用労働者の賃上げ活用のポイント

キャリアアップ助成金（賃金規定等改定コース）

非正規雇用労働者の基本給の賃金規定等を３％以上増額改定し、その規定を適用させた場合に助成します。

パートタイム労働者など非正規雇用労働者の賃金引き上げが対象です。

中小企業が賃金規定等を５％増額改定し、10人の有期雇用労働者の賃金引き上げを実施した

場合、65万円が支給されます。
活用例

助成額
（１人当たり）

非正規雇用労働者の
賃上げ率の区分

４万円(2.6万円)３％以上4％未満の場合

5万円(3.3万円)4％以上5％未満の場合

6.5万円(4.3万円)5％以上6％未満の場合

7万円(4.6万円)6％以上の場合

• 労働時間削減等の取組計画の作成が必要

• 中小企業や中小企業が属する団体が利用可能

• 助成額は、成果目標の達成、賃金の引き上げ額、

賃金を引き上げた労働者数等により決定

• 交付決定を受けた後に設備投資等を行う

労働時間削減等の取組

（賃上げ・割増賃金率）＋設備投資等
活用のポイント

助成上限額

コース区分 加 算
基本部分

割増賃金率賃上げ

２５～100
万円

６～３６０
万円（※２）

25～550 万円
業種別課題
対応コース （※１）

25～200 万円
労働時間短縮・
年休促進支援コース

50～1５０万円
勤務間インターバル
導入コース

働き方改革推進支援助成金

労働時間の削減や年次有給休暇の取得促進等に取り組む中小企業事業主に、外部専門家のコン

サルティング、労働能率の増進に資する設備・機器の導入等を実施し、成果を上げた場合に助成します。

建設業の事業場が設備投資等を実施して、36協定で設定する時間外・休日労働時間数の上限を

引き下げた場合等に、設備投資等にかかった費用に対し最大25～550万円が助成されます。
活用例

（※１）建設業の場合
(※２)常時使用する労働者数が１０人以上30人以下の場合は、５％以上の賃上げに係る加算額は２倍になります。

また、常時使用する労働者数が１０人未満の場合は、５％以上の賃上げに係る加算額は2.5倍になります。
（※３）別途団体向けのコースあり。

(※)括弧内の金額は、大企業の場合の助成額。１年度１事業所あたりの支給申請上限人数は100人。

業務改善助成金

事業場内最低賃金を引き上げ、設備投資等を行った中小企業等に、その費用の一部を助成します。

中小企業で働く労働者の賃金引き上げのための生産性向上の取り組みが支援対象（※）です。
※申請前の賃金引き上げ、交付決定 前の設 備投資 は対象 となりませ ん。

事業場内最低賃金労働者3人の時給を70円引き上げた場合、設備投資にかかった費用に対し

最大10０万円が助成されます。
活用例

【雇用環境 ・均等室 ℡026 -223-0560】

【職業対策課 ℡026-226- 0866】

【雇用環境 ・均等室 ℡026 -223-0560】

※申請期間、令和８年９月１日から、長野県の地域別最低賃

金発効日の前日又は同年１１月３０日のいずれか早い日

第88号 令和 8 年 7 月 1日松　本　労　基　協　だ　よ　り

6



助成額・助成率（※１・２）区分

50万円 （40万円）
①賃金規定制度
②諸手当等制度
③人事評価制度

25万円 （20万円）
④職場活性化制度
⑤健康づくり制度

導入経費の62.5％又は７５％
（50％）

⑥作業負担を
軽減する機器等

人材確保等支援助成金（雇用管理制度・雇用環境整備助成コース）

人材確保のために雇用管理制度（賃金規定制度、諸手当等制度、人事評価制度、職場活性化制度、健

康づくり制度）の導入や雇用環境の整備（従業員の作業負担を軽減する機器等の導入）により、離職
率低下を実現した事業主に対して助成します。

複数の雇用管理制度や作業負担を軽減する機器等を導入し、賃上げを行った場合、最大3２5

万円が支給されます。
活用例

（ Ｒ ８ ． ４ ）

支援策の詳細はHPをチェック

厚生労働省HP

「賃上げ」支援助成金パッケージ

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisaku

nitsuite/bunya/package_00007.html

• 雇用管理制度又は従業員の作業負担を軽減する
機器の導入計画の作成、実施後の離職率の低下

が必要

• 原則、中小企業、大企業どちらも利用可能(※)

• 助成額は、雇用管理制度・導入機器に応じて決定
• 対象労働者の賃上げで、助成額を加算

雇用管理改善の取り組み
（賃上げ加算）

活用のポイント

(※) 賃金規定制度は中小企業のみ利用可能

(※１)括弧内の金額は、賃上げを行った場合以外の助成額又は助成率。

（※２）①～⑤を複数導入した場合の上限額は100万円（80万円）。⑥を導入した場合の上限額は225万円（150万円）。

• 職業訓練実施計画を作成し、訓練開始前に労働
局への提出が必要。計画に沿って訓練を実施し
た後、申請

• 10時間以上のOFF-JTによる訓練等が対象
• 中小企業、大企業どちらも利用可能
• 助成額は、訓練内容、企業規模により決定

職業訓練＋経費助成等
（訓練終了後の賃上げ等加算）

活用のポイント賃上げした場合の助成率・額区分（※）

労働者1人１時間あたり

５００円・1000円①賃金助成額

訓練経費の45％～100％
※制度導入に係る助成の場合は、
2４万円・36万円

②経費助成率

1人１コースあたり

12万円～２５万円③ＯＪＴ実施助成額

人材開発支援助成金

職務に関連した専門的な知識及び技能を習得させるための職業訓練等を実施した場合等に訓練
経費や訓練期間中の賃金の一部等を助成します。

活用例

（※３） 訓練コース・メニューによって上記区分①～③のいずれが支給されるか異なります（①～③全てが支給される場合もあれば②のみとなる場合もあります。）。

中小企業事業主が、正規雇用労働者1人につき、10時間の訓練（※１）（訓練経費10万円）を受講させ、
訓練終了後、訓練受講者の賃上げ（※２）を行った場合、7万円が支給されます。

（※１） 人材育成支援コース（人材育成訓練）の場合
（※２） ５％以上の賃上げ又は資格等手当を就業規則等に規定し、訓練受講者に実際に資格等手当を支払い３％以上賃金を上昇させた場合

より高い処遇への労働移動等への支援

早期再就職支援等助成金（雇入れ支援コース、中途採用拡大コース）

• 雇入れ支援コース：事業規模の縮小等に伴い離職を余儀なくされる労働者を早期に無期雇用で雇

入れ、雇入れ前と比較して５％以上賃上げした場合に助成します。

• 中途採用拡大コース：中途採用者の雇用管理制度を整備した上で、中途採用率を一定以上拡大させ、

雇い入れた中途採用者について、雇入れ前と比較して５％以上賃上げした場合に助成します。

産業雇用安定助成金（スキルアップ支援コース）

• 在籍型出向により労働者をスキルアップさせ、復帰後の賃金を復帰前と比較し５％以上増加させた

場合に、出向元・出向先双方の事業主に対して助成（上限額8,870円／１人１日あたり（１事業主あ

たり1,000万円））します。

【訓練課 ℡026-226-0862】

【職業対策課
℡026-226- 0866】

【職業対策課 ℡026-226- 0866】

【職業対策課 ℡026-226- 0866】
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熱中症対策グッズ紹介

印刷■　株式会社プラルト

5/28木　令和8年度　「定時総会開催」

令和8年5月28日（木）午後3時30分よりホテル
ブエナビスタに於いて令和8年度定時総会を開催
いたしました。出席者69名、委任状558名のご出
席を賜り、第1号議案以下4号議案まで滞りなく承
認を頂きましたこと御礼申し上げます。

当協会の事業活動重点事項の一番目は「労働
災害防止活動の推進」です。協会としても会員事
業所様の安全安心な職場環境への貢献のため適
宜適切に情報発信、安全衛生教育の機会を設け
て行きたいと考えています。会員皆様には引続き
ご指導ご支援賜りたくお願い申し上げます。

なお当日は、松本労働基準監督署から西尾署長、
鳥谷副署長、下條第一方面主任監督官、榊原第
二方面主任監督官、宮野第三方面主任監督官、
山﨑安全衛生課長、長野労働局から小宮山労働
基準部長のご臨席を賜りました。

下記、ミドリ安全長野（株）松本営業所での今季売れ筋商品です

情報提供：ミドリ安全長野㈱松本営業所　松本市笹部2丁目10-19

売れ筋

01
売れ筋

02
売れ筋

03

【塩熱サプリ レモン味】 熱中対策レス急隊（R） 竹糸くん（R）　首用
COOL バンド　ブルー

※ 総会第4号議案（役員改選の件）にて新たに2名の
　理事が選任されました。理事名簿につきましては、
　7/1付け「長野労基」
　（付録）令和8年度連合会・地区協会役員名簿を参
　照お願いいたします。

他に熱中症対策グッズは、「現場の暑さ対策用品特集 |【ミドリ安全】公式通販」をご参考にしてください。
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